
１． 茨城県環境保全基金の残高等

②

③

④

⑤

⑥

２． 保有割合

⑧

⑨

⑩

保有割合の算定根拠
　

運用型：運用益見込額÷事業費（次年度見込額）
　

取崩型：基金残高÷事業費（次年度から終了年度までの見込額）

３． 事業一覧

合計 一般財源等 基金充当額

1 3,277,010 3,277,010 66% 4,026,000 4,026,000

2 1,057,890 1,057,890 66% 1,565,000 1,565,000

3 3,126,678 3,126,678 88% 3,662,000 3,662,000

4 14,778,500 14,778,500 91% 18,802,000 18,802,000

5 3,250,434 3,250,434 57% 3,319,000 3,319,000

6 619,517 9,968 609,549 84% 1,111,000 1,111,000

7 124,346 124,346 97% 183,000 183,000

8 1,000,090 1,000,090 全額負担附寄附金 450,020 450,020

9 0

10 0

11 0

12 0

13 0

14 0

15 0

27,234,465 9,968 27,224,497 33,118,020 33,118,020

４．基金事業の目標に対する達成度

73%

成果実績

目 標 値

達 成 度

4,361人/年

低炭素社会，循環型地域社会，自然と共生する社会のために，県民，民間団体，事業者，市町村及び県等の各主体が，環境に対する関心と理
解を深め，環境保全活動に参画するなど，連携・協力しながら自主的かつ積極的に環境の保全と創造に取り組み，行動することにより，持続
可能な社会の実現を目指す。環境保全基金全体の指標としては，環境保全活動への展開につながる環境学習事業の目標値（※）を用いること
とする。※環境アドバイザー及びエコカレッジの受講者数を6000人／年（累計30,000）とする。

環境アドバイザー及びエコカレッジの受講者数を6000人／年

負担附寄附金等 750,000

内訳

うち、国費相当額

うち、地方負担相当額

うち、負担附寄附金等

0

27,224,497 内訳は下表のとおり

34,124,251

16,837,115

16,837,116

（＝①＋②＋③＋④－⑤－⑥）

備考金額（単位:円）

筑波山自然環境保全事業

保有割合 =（⑧／⑨）

⑦

中小規模事業所省エネルギー対策支援事業

いばらきエコスタイル広報啓発事業

水質浄化強調月間事業

総合ごみ減量化対策事業

基金残高

事業費（次年度から終了年度までの見込額）

次年度の基金類型 取崩型

番号 事業名

環境学習支援事業

環境学習・実践活動推進事業

地球温暖化防止対策推進事業

①

60,597,534

1,214

内訳

うち、国費相当額

うち、地方負担相当額

うち、負担附寄附金等

達成度

成果指標

基金残高

その他収入 0

基金運用益

返納額

基金執行額（処分額）

金額（単位:円）

1,000,090

合　　　計

基金総額（前年度末基金残高）

29,798,722

29,798,722

事業費
（次年度）

事業費
（終了まで）

備　考

事業費
備考

450,020

1.030

34,124,251

33,118,020


